
国立大学法人名古屋工業大学の中期計画新旧対照表

現  行 変 更 案 変更理由

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達

成するためにとるべき措置

２ 研究に関する目標を達成するための措置

[16]2-2-4.本学の研究力を維持・向上する基盤とし

て、テニュアトラック制度を全学的に適用して

優秀な若手教員を採用し、第３期中期目標期間

終了時において 40 歳未満の若手教員の比率を 15

％とする。

（以下略）

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達

成するためにとるべき措置

２ 研究に関する目標を達成するための措置

[16]2-2-4.本学の研究力を維持・向上する基盤と

して、テニュアトラック制度を全学的に適用し

て優秀な若手教員を採用し、第３期中期目標期

間終了時において、第２期中期目標期間終了時

点での 40 歳未満の若手教員比率 15％を超える

17％を目指して雇用を促進する。

 （以下略）

国立大学改革強化推進補助金による取組みの

実施に伴う所要の変更
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現  行 変 更 案 変更理由

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成

するためにとるべき措置

１ 組織運営の改善に関する目標を達成するための

措置

[30]5-1-6.40 歳未満の優秀な若手教員活躍の場の

全学的拡大及び教育研究の活性化を図るため、

「若手教員雇用計画書」に基づき、第３期中期

目標期間終了時において若手教員比率 15％を維

持する。

Ⅹ その他

２．人事に関する計画

○ 研究力を維持・向上する基盤を整備

①テニュアトラック制度を全学的に適用して優秀な

若手教員を採用し、第３期中期目標期間終了時

において 40 歳未満の若手教員の比率を 15％とす

る。

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成

するためにとるべき措置

１ 組織運営の改善に関する目標を達成するための

措置

[30]5-1-6.40 歳未満の優秀な若手教員活躍の場の

全学的拡大及び教育研究の活性化を図るため、

「若手教員雇用計画書」に基づき、第３期中期

目標期間終了時の若手教員比率が第２期中期目

標期間終了時点の 15％を超える 17％を目指し

て若手教員の雇用を促進する。

Ⅹ その他

２．人事に関する計画

○ 研究力を維持・向上する基盤を整備

①テニュアトラック制度を全学的に適用して優秀

な若手教員を採用し、第３期中期目標期間終了

時において、第２期中期目標期間終了時点での

40 歳未満の若手教員比率 15％を超える 17％を

目指して雇用を促進する。

国立大学改革強化推進補助金による取組みの

実施に伴う所要の変更
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